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ビ

挨

拶

平
素
は
、
当
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
事
業
運

営
に
格
別
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

日
本
老
年
学
会
は
、
昨
年
、
日
本
人
は
以
前
に
比
し
身
体
能
力
や
知
的
能
力
が

若
く
な

っ
て
い
る
と
分
析
し
、
六
十
五
歳
～
七
十
四
歳
は
准
高
齢
者
、
七
十
五
歳

～
八
十
九
歳
は
高
齢
者
、
九
十
歳
以
上
は
超
高
齢
者
に
区
分
す
べ
き
こ
と
を
提
言

し
ま
し
た
が
、
こ
れ
を
裏
づ
け
る
よ
う
に
、
日
本
の
平
均
寿
命
は
女
性
八
十
七
歳
、

男
性
八
十

一
歳
と
年
々
高
く
な
り
、
ま
た
、
七
十
歳
以
上
の
人
口
は
二
六

一
八
万

人
と
全
人
口
の
二
〇
％
を
占
め
る
よ
う
に
な
り
、
働
く
高
齢
者
は
八
〇
七
万
人
と

過
去
最
多
と
な
り
、
更
に
百
歳
以
上
の
人
口
は
三
万
三
千
人
に
も
及
び
、
今
や
働

く
意
欲
と
能
力
の
あ
る
す
べ
て
の
高
齢
者
は
年
齢
に
関
係
な
く
活
躍
し
続
け
る
こ

と
が
で
き
る

「生
涯
現
役
社
会
」
を
実
現
し
、
「人
生
百
年
」
の
時
代
を
迎
え
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
政
府
の

「高
齢
社
会
対
策
大
綱
」
に
よ
れ
ば
公
的
年
金
の
受
給
開

始
時
期
を
七
十
歳
を
越
え
て
も
選
択
で
き
る
制
度
や
六
十
歳
～
六
十
四
歳
の
高
齢

者
の
就
業
率
を
二
〇
二
〇
年
に
は
六
十
七
％
に
引
き
上
げ
等
を
行
う
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
に
な
れ
ば
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
業
務
内
容
は
大
き

く
変
わ
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
今
後
こ
の
よ
う
な
こ
と
を
考
慮
し
会
員
の
年

齢
幅
を
広
げ
た
り
し
て
会
員
の
増
員
に
取
り
組
ん
で
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

会
員
の
皆
様
に
は
、
本
年
も
日
々
の
仕
事
に
は
怪
我
の
な
い
よ
う
十
分
に
留
意

さ
れ
て
頑
張

っ
て
く
だ
さ
い
。
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高
山
市
長
　
國

‐‐島
　
芳
　
明

会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
ま
す
ま
す
ご

清
祥
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

日
頃
は
、
高
山
市
政
の
発
展
に
格
別
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
賜
り
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

公
益
社
団
法
人
高
山
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
設
立

三
十
周
年
を
迎
え
ら
れ
ま
す
こ
と
、
心
よ
り
お
祝

い
申
し
上
げ
ま
す
。

貴
セ
ン
タ
ー
は
、
長
年
に
わ
た
り
、
高
齢
者
の
希
望
に
応
じ
た
就
業
の
確
保
に

ご
尽
力
を
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
社
会
参
加
活
動
を
幅
広
く
ご
支
援

い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
こ
と
に
、
あ
ら
た
め
ま
し
て
深
甚
な
る
敬
意
を
表
す
る
次
第
で
す
。

会
員
の
皆
様
の
豊
富
な
経
験
に
基
づ
く
確
か
な
技
術

・
知
識
を
活
か
し
、
観
光

客

へ
の
観
光
ガ
イ
ド
や
児
童

へ
の
お
さ
ら
い
教
室
、
環
境
整
備
な
ど
、
幅
広
く
社

会
貢
献
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
こ
と
に
、
深
く
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

高
山
市
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
昨
年
度
、
地
域
の
特
性
や
強
み
を
活
か
し
た
効

果
的
な
施
策
を
図
る
た
め
に
、
地
域
経
済
の
ヒ
ト

ｏ
モ
ノ
、
カ
ネ
の
流
れ
を
客
観

的
に
把
握
す
る
地
域
経
済
構
造
分
析
を
行

い
ま
し
た
。
今
後
、
分
析
結
果
を
活
か

し
、
地
域
産
業
の
振
興
な
ら
び
に
地
域
経
済
の
活
性
化
を
図
る
と
と
も
に
、
生
涯

現
役
社
会
の
実
現
を
目
指
し
、
貴
セ
ン
タ
ー
と
手
を
携
え
て
、
高
齢
者
の
就
業
機

会
の
充
実
や
雇
用
環
境
の
整
備
促
進
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
変
ら
ぬ
ご
支

援
と
ご
指
導
を
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
高
山
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
が
ま
す
ま
す
発
展

さ
れ
ま
す
こ
と
と
、
会
員
の
皆
様
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
祈
念
申
し
上
げ
ま
し
て
、

ご
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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セ
ン
タ
ー
役
員
表
彰

楽
し
＜
係
り
を
終
え
て

私
は
、
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
が
存
在
す

る
事
す
ら
耳
に
し
た
事

な
く
、
従

っ
て
内
容
に

つ
い
て
も
全
然
知
り
ま

せ
ん
で
し
た
が
あ
る
時

『
お
さ
ら
い
教
室
』
の
先
輩

か
ら

「手
伝

っ
て
も
ら
え
な
い
か
」
と
誘
わ
れ
、
ど

ん
な
事
を
す
る
の
か
解
ら
な

い
ま
ま
始
め
ま
し
た
。

だ
ん
だ
ん
と
楽
し
く
な
り
子
供
達
か
ら
明
る
さ
や
元

気
パ
ワ
ー
、
夢
を
も
ら
い
ま
し
た
。

十
八
年
よ
り
理
事
と
な
り
就
業
委
員
会
に
属
し
会

員
を
増
や
す
為
に
毎
月
第

一
水
曜
日
に
新
入
会
員
説

明
会
を
開
き
ま
し
た
。
「就
業
は
、
明
る
く
謙
虚
で

堅
実
に
」
を
合
言
葉
に
…

二
十
年
に
は
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
創
立
二
十

周
年
記
念
事
業
と
し
て

「わ
ら
じ
医
者
」
八
十
五
歳

の
早
川

一
光
先
生
の
講
演

「
い
き
い
き
生
き
る

。
ボ

ケ
な
い
方
法
教
え
ま
す
」
を
要
約
し
て

″
二
十
周
年

記
念
誌
こ
だ
ま
〃
が
発
行
さ
れ
ま
し
た
。

秋
の
役
員
研
修
視
察
で
は
京
野
菜
の
生
産
地

（亀

岡
）
で
シ
ル
バ
ー
農
園
を
見
学
。
日
進
市

・
大
野
市

等
で
役
員
交
流
会
を
し
ま
し
た
。

県

の
役
員
研
修
会
で
は
佐
藤
愛
子
さ
ん
の
講
演

〃高
齢
化
社
会
を
ど
う
生
き
る
か
〃
を
聞

い
て
学
習

し
、
シ
ル
バ
ー
応
援
フ
ェ
ア
で
は
県
内
の
シ
ル
バ
ー

人
材

セ
ン
タ
ー
の
活
動
状
況
を
聞
き
ま
し
た
。
又
、

毎
年
秋
に
は
理
事
長

・
副
理
事
長
三
名
で
市
長

・
議

長
さ
ん
に
陳
情
活
動
を
し
ま
し
た
。

楽
し
く
シ
ル
バ
ー
活
動
を
さ
せ
て
頂
き
役
員
を
無

事
終
了
で
き
た
の
は
、
皆
様
の
ご
支
援
が
あ

っ
た
か

ら
で
、
感
謝
感
謝
の
気
持
ち
で

一
杯
で
す
。
本
当
に

有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

セ
ン
タ
ー
在
籍
二
十
年
表
彰

書
ル　
井

シ
ル
バ
ー
会
員
と
し

て
二
十
年
を
迎
え
ま
し

た
。
是
と
い
っ
た
実
績

も
あ
り
ま
せ
ん
が
、
セ

ン
タ
ー
の
職
員
皆
さ
ま

は
じ
め
、
共
に
仕
事
に
携
わ

っ
て
き
た
同
僚
の
か
た

が
た
の
お
陰
で
、
な
ん
と
か
与
え
ら
れ
た
業
務
を
勤

め
さ
せ
て
い
た
だ
け
た
事
と
、
健
康
で
あ
れ
ば
こ
そ

出
来
た
事
に
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

私
は
筆
耕
の
仕
事
で
、
香
典
帳
書
き
や
、
年
賀
状

の
宛
名
書
が
主
で
、
た
ま
た
ま
賞
状
書
き
な
ど
も
あ

り
ま
し
た
。
賞
状
は
受
け
と
ら
れ

る
方
に
と

っ
て
は

貴
重
な
も
の
で
す
の
で
、
心
を
こ
め
て
間
違

い
の
な

い
よ
う
に
と
緊
張
感
を
も

っ
て
書
き
ま
し
た
。
ま
た

数
は
僅
か
で
し
た
が
、
そ
の
日
に
決
ま
る
、
ス
ポ
ー

ツ
や
芸
能
の
賞
状
書
き
も
あ
り
ま
し
た
。
順
位
が
決

定
次
第
、
そ
の
場
で
書
き
あ
げ
る
．の
で
忙
し
い
も
の

で
し
た
。

筆
耕
は
以
上
の
よ
う
な
事
で
し
た
が
、
他
に
は
交

通
量
調
査
が
あ
り
ま
し
た
。

初
め
は
国
道
、
県
道
な
ど
の
拡
張
に
伴
う
調
査
で

し
た
が
、
現
在
は
観
光
に
関
す
る
全
国
各
地
か
ら
訪

れ
る
車
輌
台
数
の
調
査
で
す
。
春
、
秋
の
高
山
祭
り
、

五
月
の
ゴ
ー
ル
デ

ン
ウ
イ
ー
ク
、
八
月
お
盆
に
お
け

る
交
通
量
の
把
握
で
す
。
調
査
は
、
雨
風
に
か
か
わ

ら
ず
実
施
さ
れ
ま
す
の
で
、
自
ず
と
天
候
が
気
に
な

り
ま
す
。
殊
に
春
の
高
山
祭
り
は
、
ま
だ
寒
く
、
時

に
は
小
雪
の
舞
う
こ
と
も
あ
り
、
背
中
に
ホ
カ
ロ
ン

を
張
り
、
ふ
る
え
る
膝
を
さ
す
り
な
が
ら
仕
事
を
し

た
日
も
何
度
か
あ
り
ま
し
た
。
交
通
量
調
査
は
、
三

人
四
人
の
グ
ル
ー
プ
で
行
う
も
の
で
、
チ
ー
ム
ワ
ー

ク
が
大
切
で
す
。
明
る
い
雰
囲
気
の
中
で
、
互
い
に

協
力
し
合

っ
て
こ
そ
、
与
え
ら
れ
た
業
務
が
全
う
で

き
る
も
の
と
思
い
ま
す
。

尚
、
交
通
量
調
査
で
何
時
も
願
う
こ
と
は
、
遠
方

か
ら
来
高
さ
れ
る
お
客
さ
ん
が
、
何
事
も
な
く
満
足

し
て
帰
ら
れ
る
こ
と
で
し
た
。

互
い
に
協
力
し
あ
っ
て
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政
府
に
お
い
て
は

「生
涯
現
役
社
会
」
を
実

現
す
る
た
め

「働
き
方
改
革
実
行
計
画
」
を

立
て
高
齢
者
の
就
労
機
会
を
求
め
て
お
り
、
全

国
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
は
会
員
を

二
〇

二
五
年
度
ま
で
に
百
万
人
達
成
計
画
を

策
定
し
て
い
ま
ｔ

高
山
市

の
会
員
数
は
現
在
七
八
三
名
で
す

が
、
こ
の
計
画
で
は
二
〇
二
一年
度
に
八
九
七

名
、
二
〇
二
五
年
度
に
は
千
百
二
十
三
名
と
い

う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

会
員
の
皆
さ
ま
に
は

一
人

で
も
多
く
の
会

員
を
増
や
し
て
い
た
だ
く
よ
う
ご
協
力
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

日

時

第
３
水
曜
日
　
午
後
１
時
よ
り

場

所

一局
山
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

（本

所
）

森
下
町

一
丁
目
二
〇
八
番
地

（山
王
福
祉
セ
ン
タ
１
３
Ｆ
）
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高
山
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

創
立
三
十
周
年
記
念
行
事

互
助
会
で
は
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
創
立
三
十
周

年
を
記
念
し
て
、
例
年
二
月
に
開
催
し
て
い
た
、
「会
員

の
集
い
」と
会
員
か
ら
の
希
望
が
大
き
か
っ
た
「作
品
展
」

を
開
催
し
ま
し
た
。

会
員
の
集
い
を
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
定
期
総

会
の
五
月
二
十
六
日
に
「高
山
市
ひ
だ
ホ
テ
ル
プ
ラ
ザ
」

で
一
二
六
名
の
参
加
者
の
も
と
、
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
今
年
は
、
国
府
支
所
の
会
員
が
所
属
す
る
、
国
府
音

頭
会
の
皆
さ
ん
に
よ
る
、
越
中
お
わ
ら
節
、
真
室
川
音

頭
の
優
雅
な
踊
り
を
は
じ
め
、
夢
太
鼓
の
皆
さ
ん
に
よ

る
、
祝
い
太
鼓
の
勇
壮
な
太
鼓
の
演
技
に
会
場
は
最
高

潮
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

長
年
に
わ
た
り
、
会
員

の
方
々
か
ら
希
望
が
多

か

っ
た
作
品
展
は
、
会
場
の
関
係
も
あ
り
、
実
施
で

き
な
い
ま
ま
過
ぎ
て
き
ま
し
た
が
、
セ
ン
タ
ー
創
立

三
十
周
年
を
記
念
し
て
、
今
年
開
催
に
こ
ぎ

つ
け
ま

し
た
。
昨
年
の
十
二
月
に
互
助
会
幹
事
で
実
行
委
員
会
を

た
ち
あ
げ
、
半
年
間
の
準
備
の
う
え
、
開
催
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

作
品
が
ど
れ
く
ら
い
あ

つ
ま
る
の
か
、
開
催
場
所

の
検
討
、
開
催
時
期
な
ど
、

い
く
つ
か
の
検
討
事
項

が
あ
り
ま
し
た
が
、
定
期
総
会
の
日
程
に
あ
わ
せ
五

月
二
十
五
日
～
二
十
七
日
の
日
程
で
、
高
山
市
民
文

化
会
館
で
開
催
し
ま
し
た
。

展
示
作
品
は
、
写
真
、
絵
画
、
書
、
手
芸
、
盆
栽
、

工
芸
な
ど
多
方
面
に
わ
た
る
作
品
が

一
〇
〇
点
あ
ま

り
展
示
さ
れ
、
会
員
は
も
と
よ
り
、
市
民
の
方
も
多

数
来
場
さ
れ
、
す
ば
ら
し
い
作
品
を
見
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

例
年
の
行
事
と
し
て
、

「高
山
市
手
筒
花
火
」
の

翌
日
、
会
場
周
辺
の
清
掃
活
動
を
実
施
し
ま
し
た
。

会
員
の
集
い

平
成
３‐
年
２
月
２
日
０

ひ
だ
ホ
テ
ル
プ
ラ
ザ

詳
細
は
後
日
お
知
ら
せ
し
ま
砲

で
し
た
が
、
一六
月
九
日
に
、
ひ
ろ

男
子
８
名

女
子
１
名

田
中
　
正
志

倉
坪
　
一
夫

橋
本
　
征
夫

反
中
　
和
子

島
　
八
重
子

山
下
　
朝
子

雨
模
様
の
天
気

野
公
園

で
、
参

加
者
九
十
三
名

で

開

催

さ

れ
、

熱
戦
が
展
開
さ

れ
ま
し
た
。

ホ
ー
ル
イ
ン
フ
ン

男
子

優
　
勝

準
優
勝

３
　
位

女
子

優
　
勝

準
優
勝

３
　
位

434241  373634
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出
高
山
市
ぺ
要
請
行
動

九
月
二
十

一

日
、
理
事
長

・

副
理
事
長

ｏ
常

務

理

事

で
平

成
二
十

一
年
度

の
補
助
金
要
求

な
ら
び
に
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー

ヘ
の
業
務

の
発
注
に
つ
い

て
お
願

い
し
て

ま
い
り
ま
し
た
。

今後の配分金支払日

派遣で就業の方につきましては、就業月の翌

月末支払いになります。

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
得
た
配
分
金
収
入
等
に
関
す

る
所
得
税
の
取
り
扱
い
は
左
記
の
と
お
り
で
す
）

１

配
分
金
収
入
は
、
所
得
税
法
上
「雑
所
得
」
に
区
別
さ
れ

ま
す
。

雑
所
得
の
金
額
は
原
則
と
し
て
雑
所
得
の
総
収
入
金

額
か
ら
必
要
経
費
を
控
除
し
た
額
で
ｔ
し

た
が
っ
て
、

配
分
金
収
入
に
係
る
必
要
経
費
の
額
は
６５
万
円
以
上

あ
る
場
合
、
配
分
金
収
入
か
ら
必
要
経
費
の
全
額
を
控

除
で
き
ま
ｔ

し
か
し
、
必
要
経
費
の
額
が
６５
万
円
未
満
の
場
合
は
、

６５
万
円
を
上
限
と
し
て
控
除
で
き
ま
ｔ

（租
税
特
別
措
置
法
　
第
２７
条
の
適
用
）

公
的
年
金
を
受
給
し
て
い
る
会
員
は
、
配
分
金
収
入
と

は
別
に
公
的
年
金
控
除
を
行
え
ま
ｔ

給
与
収
入
が
あ
る
会
員
は
、
最
低
６５
万
円
（
た
だ
し
収

入
金
額
を
上
限
と
し
ま
す
）
の
給
与
所
得
控
除
が
受
け

ら
れ
ま
す
。

そ
の
場
合
、
配
分
金
収
入
に
係
る
控
除
額
は
、
６５
万
円

か
ら
給
与
所
得
を
控
除
し
た
残
額
が
限
度
額
で
す
）

※
平
成
３。
年
に
配
分
金
収
入
が
あ
っ
た
方
に
は
「配
分
金
支

払
調
書
」
を
１
月
に
送
付
い
た
し
ま
す
。

※
派
遣
で
就
業
し
た
方
は
給
与
所
得
に
な
り
ま
す
。
源
泉
徴

収
票
を
別
に
お
送
り
い
た
し
ま
し
た
。

※
配
分
金
以
外
で
収
入
の
あ
る
方
は
、
そ
の
他
の
控
除
等
に

つ
い
て
は
税
務
署
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

桐

山

吉

輝

実

々
野
事
務
所
／
業
務
望

４
月
ょ
り
勤
務
し
て
お
り
ま
す
。

こ日
　
川
川　
占艮
　
十
〈

（本
所
／
サ
ポ
ー
ト
事
業
担
当
）

７
月
ょ
り
勤
務
し
て
お
り
ま
す
。

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

…
‘ｔ，
‘
‘
′…
鳥

広
報
委
員
　
森
　
美
智
子

・
都
竹
　
正
子
　
　
一

小
竹
　
隆
哉

。
白
田
　
信
男
　
　
一

夕

・
′

・

夕

一

就業月 支払日

平成30年 10月分 11月 15日 (本 )

11月分 12月 14日 (金 )

12月分 平成31年 1月 15日 (火 )

平成31年  1月分 2月 15日 (金 )

2月分 3月 15日 (金 )

3月分 4月 15日 (月 )

配
分
盆
に
対
す
る
所
得
税
の

取
り
扱
い
に
つ
い
て

2019年版会員手帳
11月より販売いたします。

:"01111■

|‐ |■
―
ミ暮憔

i鶴|1280円~ ■■1機生 1換||
数に限りあり

※おつりのないようにお

持ち下さい。

編
集
後
記


